
こι助

つ
。
月
額
5
万
円
の
レ
ン

タ
ル
方
式
で
、
こ
れ
ま
で

に
約
1
0
0
台
を
提
供
し

て
い
る
。

「
国
立
障
害
者
り
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

研
究
所
」
を
中
心
と
し
た

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
実
際

に
パ
ペ
口
を
用
い
驫
知

症
患
者
に
、
あ
ら
か
じ
め

設
定
し
た
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル

に
従
い
、
外
出
や
服
薬
の

時
間
を
伝
え
た
り
、
相
手

の
返
答
壽
識
し
て
情
報

が
伝
わ
っ
て
い
な
け
れ
ぱ

再
度
促
す
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
実
生
活
場
面
で
の

実
証
に
成
功
し
て
い
る
。

一
左
富
士
ソ
フ
ト
は

人
の
顔
を
覚
え
て
話
し
掛

12

,

凱
舮

け
た
り
、
場
所
を
認
識
し

て
移
動
で
き
る
人
型
ロ
ボ

ツ
ト
「
パ
ル
ロ
」
(
高
さ
約

卯
地
)
を
開
発
。
セ
ン
サ

ー
で
得
た
情
報
を
基
に
二

足
歩
行
が
で
き
る
ほ
か
、

人
工
知
能
で
顔
や
声
を
認

識
し
、
会
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ニ
ユ
ー
ス
の
読

み
聞
か
せ
も
で
き
る
。

鈴
木
団
長
ら
は
、
公
明

党
が
介
護
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

普
及
を
推
進
し
て
き
た
経

緯
を
踏
ま
え
、
「
介
護
従

事
者
ら
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
介
護
現
場
の
二

ー
ズ
に
合
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
の
活
用
に
今
後
も
力

を
注
ぎ
た
い
」
と
し
て
い

る
。

護
公
明
党
神
奈
川
県
議
団

(
鈴
木
秀
志
団
長
は
こ

の
ほ
ど
、
介
護
支
援
な
ど

に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
の
実

用
化
に
向
け
、
県
庁
内
に

開
発
担
当
者
ら
を
招
き

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
最
新
事

情
な
ど
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
こ
れ
に
は
、
黒
岩
祐

治
知
事
も
同
席
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
「
い

つ
で
も
話
し
掛
け
て
ね
」
。

会
場
内
の
一
行
に
呼
ぴ
掛

け
た
の
は
、
 
N
E
C
が
開

発
し
た
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ

ヨ
ン
ロ
ポ
ッ
ト
「
パ
ペ
口
」
。

高
さ
は
約
如
地
で
、
顔
を

振
る
と
い
っ
た
動
き
や
自

律
的
な
会
話
能
力
、
カ
メ

ラ
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
、
顔

需
な
ど
の
機
能
を
持

日

舮

,
、

1

.
一
.
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.
当

】
心

、
J

气、

1
f

ノ
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介護支援に役立つロボット技術について学ぷ
党神奈川県議団と黒岩知事(右から5人目)

年(平成23年)7月2日(日曜日)
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ロボット゛術の現状学ぶ
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